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自己と他者を取り結ぶことばとは
何か
狩野倫子
■ はじめに
　筆者が，人がことばを習得する意味について考え始めたのは，地域の日本語教室に
おいて活動に携わっていたころのことである。そこでなされていた活動とは，既存の
テキストを使用し，例えばロールプレイ等を繰り返すものであった。このいつ，どこ
で，誰が使用するのかわからないことばを一様に繰り返す活動を繰り返すうち，本当
にこの教室に集まってきている学習者にとって必要なことばとは何なのだろうか，何
故彼らはこの日本語教室という場に週 1回集まってくるのかと考えるようになった。
そして新しい学習者に出会う度，何のためにこの日本語教室にくるのかということを
尋ねてみた。その答えは様々な言い方はあるものの，「日本語が上手になりたいから」
という一見ごく当たり前のような答えに集約されていた。さらに「なぜ日本語が上手
くなりたいのか」と掘り下げてみると，「仕事を得るため」「友だちをつくるため」「主
人と会話をうまく行うため」といった様々な理由があがった。しかし，様々な理由が
そこにはあるものの，行き着くところは，自分以外の他者と関わるひとつひとつのプ
ロセスを経て，人は社会において自分の成し遂げたいこと，必要と感じていることを
具現化していく，すなわち自己実現を成し遂げていくことを望むのではないか，と考
えるようになった。
　この他者と関わるということは，人と人が対峙することである。そこにはコミュニュ
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ケーション	が生まれる *。すなわち，他者とのコミュニュケーションなしに，自己実
現は不可能であるともいえる。人はことばを介してコミュニュケーションを行う。相
手に何を伝えたいのか，何をどのようにしたら伝えることができるのかを考え，伝え，
お互いを理解しようと努める。この繰り返しによって，人は人と関係性を築き，自己
実現を図っていく。これは言い換えれば，「言語の最も重要な機能を，思考・思想の
伝達による人間相互の社会的関係の成立」（細川，2002）とする立場である。
　よって筆者は人がことばを習得するその意味を「人間相互の社会的関係の成立」を
通し，自己実現をはかるためであると捉える。つまり，言語教育の場において，こと
ばを習得することと，自己実現という人の営みとが乖離された活動は存在し得ないと
考えるのである。
　この「社会的関係の成立」のためには，ことばをもって他者とコミュニュケーショ
ンを行うことが必要である。このコミュニュケーションにおける，自己と他者を取り
結ぶことば ** が，いつ，だれが，どこで使うのかも分からないことばとは対極に存
在する，人が人たる所以にもつべきことばであると筆者は考えるのである。そして，
この自己と他者と取り結ぶことばこそが，日本語教育に関わるものとして，筆者自身
が大切にしていきたいものであることをここで述べておきたい。
■ 1.　自己と他者を取り結ぶことばとはなにか
　ヴィゴツキー（1934，p.236）において「思想そのものは，他の思想からではなく，
われわれの意欲や欲求，興味や衝動，情動や感情をおおうわれわれの動機に関係した
意識領域から生まれる」と述べられている。筆者はこの「意識領域」を明らかにしよ
*青木（1999）によればその定義は 100 以上にも及ぶとされるが，ここでは主に「思考の言語での交
換」と捉える
** 次章に詳しく記述する
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うとする過程で紡ぎだされることばこそが「自己と他者を取り結ぶ」ことばであると
考える。そして「他人の思想の真の完全な理解は，われわれがその活動力，情動的－
意思的裏面を明らかにしたときにのみ可能となる。」（前掲，p.236）とも述べられて
いるように，「意識領域」を明らかにしようとする過程において「意思的裏面」をさ
ぐることで自己の思考を見出し，他者にその考えを伝えることができるものであると
筆者は考える。つまりこの「自己と他者をとりむすぶことば」とは，この「意識領域」
が明らかにされた「自己の考えていること」が外言化されたものであり，その外言化
されたことばが他者に伝わることで，そのことばの主体の考え，思想をことばの受け
手が推し量ることができるものであるとする。
　ではなぜこの「自己と他者をとり結ぶことば」が日本語教育において必要であると
考えるのか。それは先にも述べたが，「人間相互の社会的関係の成立」を通し，自己
実現をはかるために，人はことばを習得していると考えるためである。「人間相互の
社会的関係の成立」のためには，他者に向けて自己の考えをことばとして表現し，働
きかけることが必要不可欠であり，その行為があってはじめて社会 *への参加が可能
となると考えるためである。そのための「ことば」をどのように習得していくのか，
ということが，日本語教育を含めた言語教育に求められる課題であるように筆者は捉
えているのである。
　また社会に参加する上で，自己の力だけではどうしようもない状況が目の前に現わ
れることも多々あるであろう。このどうしようもない状況をいかにして乗り越えてい
くか。ここで問われるのは，その状況を判断し，そこにかかわる他者に働きかけ，自
己の考え，判断基準を表出し，問題解決にむけての糸口を他者とかかわりながら見つ
けていくことができるかどうかである。この糸口をみつけて，問題解決をしていくこ
の力こそが生きる力であり，その際求められる「自己の考えていることを表現するこ
と」とは，ただ表現するにとどまらず，その場面の状況をも把握しながら，自分にとっ
て最良と思われるものを選択し，問題解決を図りながら自己実現をはかろうとする人
*自己の認識の上に成り立つすべての集合体と捉える
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間の営みでもあると考える。そして，この考えていることとは不変のものではない。
様々な情報や他者とのやりとり，経験においてそれは変容していく。ではこのような
刻々と変化する「わたし」の考えていることを把握するためにはどのような活動が有
効であるか。「考えていること」は可視化することはできない。可視化するために必
要なこととは「思考の的確な言語化」（細川，2002）であるといえよう。
　筆者は日本語教育という言語活動の場とは，お互いが対等にお互いのことばと向き
合う場であるべきだと考える。その教室に参加するものが，考えていること，いいた
いことを表現しようとすることで，そのコミュニティにおいて通じる「ことば」を探し，
社会に参加をする糧をそこで得るのである。これは，人がことばをもつ意味に通じる
と考える。よって，留学生対象の大学の授業であれ，地域の日本語教室であれ，どこ
の「教室」においてもその理念は変わらない。
　以下において，教えるべき教科書が存在するのでもなく，ただ集まっておしゃべり
をするのではない「考えていることを表現しようとする」場としてのことばの教室を，
地域の日本語教室において設計し，実践を行う過程を追う中で「自己と他者を取りむ
すぶことば」について考察していきたい。
■ 2.　自己と他者を取り結ぶことばの獲得を目指した実践データ
　前章において，自己と他者を取り結ぶことばを「自己の考えていることが外言化さ
れたものであり，その外言化されたことばが他者に伝わることで，そのことばの主体
の考え，思想をことばの受け手が推し量ることができるものである」とした。
この自己と他者を取り結ぶことばとは具体的にどのようなものか，実際の実践データ
をもとに更に分析を行いたい。
2.1.　筆学習者 A の質的分析
　本データは筆者が週 1回地域の日本語教室にて行っている活動のものである。今
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回分析対象とした Aは 4月から活動を行っている Dの友人である。活動の枠組みと
して，総合活動型（細川，2002）を用い，考えていることを表現する活動を行う。
　総合活動型日本語教育を用いた理由は，考えていることを表現することで学習者の
価値観がことばとして表現されるものが観察されるであろうことと，留学生対象のク
ラスでない，地域の日本語教室においても，この考えていることを表現する活動は，
学習者がことばを獲得するうえで有効に働くのではないかということを試みる計画で
もある。
　現在活動途中にあり，6月 21 日から 9月 27 日までに計 12 回の活動でひとつの
作品を仕上げる予定で進めている。本データはその最初の 4回分の分析になる。以
下において「自己と他者を取り結ぶことば」とはどのようなものかを分析していきた
い。
【活動の枠組み】	 総合活動型日本語教育 *
【活動期間】	 6 月 21 日～ 9月 27日（予定）
【活動内容】	 作文
【テーマ】		 興味，関心のあること
【目的】	 	 自分の考えていることを表現し，他者につたえることばを習得す
	 	 ること
【対象とした理由】	
●現在，他の地域日本語教室にも通っているが，主に教科書を媒介とした活
動で，考えていること書く活動は行っていないこと
●安定したデータが望める定住型の学習者であること
●ほぼ毎回作文が書き直されてくることで，その変容が観察できると判断し
たこと
●先に活動を始めている友人Dとともに活動することでインターアクション
*「動機」「対話」「結論」の３つの構成でひとつのテーマに基づいて考えていることを表現し，レポー
トを完成させる活動＜詳しくは細川（2003）参照＞。今回の活動は動機作成のセッション中に様々な
やりとりがなされていることから，このセッション自体を対話とみなし，結論まで書き上げることと
した。
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が活性化されると考えられること
【実践の形態と期間】
週 1回 1回 90分　1対 1もしくは 1対 2の活動
6月 21日より現在まで活動中
【学習者】		
	 学習者 A（今回の分析対象）	
	 	 日本語学習暦独学 1年，日本滞在暦 5ヶ月（2004 年 7月時点）
	 	 日本語母語話者である配偶者をもつ
	 学習者 D	
	 	 日本語学習暦独学 4年，日本滞在暦 2年
	 	 日本語母語話者である配偶者をもつ
【分析対象】
	 活動を録音したMD，産出物（作文）
＜ 6月 21日記録＞
　第1回目の活動。活動を見学し，それから参加をするか決めるということであった。
考えるたこと，考えていることを表現する作文活動を行っていることを説明し，活動
の目指すところ ** についても説明を行う。
	 配布物：活動計画書
＜ 6月 28日記録＞
　第一回目の動機作文が提出される。
　テーマは「私の夢」として，将来なりたいと思っていた職業のことから，今の夢で
ある「旅行」をすることについて書かれている。後半の今の夢である旅行について話
が進む。
** 活動の目指すものを，以下の	評価のポイントに即して説明を行った。①自分にしかかけないテーマ
か　②他の人の意見をとりいれているか　③レポート全体が他の人に伝わるものであるか（論理の一
貫性）（細川，2003）
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N…筆者　A…今回分析対象とした学習者　D…4月から活動を行っている学習者
N：いろいろ具体的な夢について書いてくれていますけど，Aさんが一番ここでい
いたいことは，どのことかな？
A：旅行です。
N：Aさんの夢はたくさんの国に行く事ですね。私が知りたいなと思ったのは，い
ろいろな夢があるのはわかったんですけど，なんで Aさんは・・・
D：(1) 世界旅行がしたいですか？
A：(2) あの，ただ行ってみたいだけです。そんなきいた場所，ほんとかなあ，そ
ういうのイメージ，ほんとかなあ，自分で・・・・
D：見て／／
A：　　／／自分の目で見たいです。
N：ここにある，歴史の勉強をしたことと関係はありますか？
A：歴史きいたのは昔，今はどのくらい変わっているのかみたいです。
（中略）
A：あのだいたい映画とかでみるきれいな，と。ところところで何が違うか勉強し
たい・・
D：知りたい？
A：はいはい
N：(3) それはどうして知りたいですか？
A：(4) うーーんん・・・
D：(5) 私，あなたの気持ちね，たぶん知りたい。
N：旅行が好き理由っていろいろありますよね。(6) どうして Aさんは違うところ
が知りたいのかな。
A：(7) あ，なんでかなあ（笑）
D：考える，考える（笑）
（中略）
A：(8) 理由とか何も書かないですね，私の理由と，書いてないですね。
N：うん，どうして歴史の話しをきいて興奮したのかな。どうしてしらないことが
多いから外国のことを勉強したいと思うのか。
A：ああ，わかりました。
　話しを進めていくうちに Aがここで一番いいたかった旅行について話が進む。す
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でに活動を数回行っているDの (1)(5) の問いかけや，(3) からなぜ世界旅行をしたい
のか，といった働きかけをきっかけに，A自身が今まで考えたことがない問いに考え
ている様子が伺える（(4)，(7)）。(8) の発言から，A自身この活動で何を大切にした
いのかが少しつかめたように伺える発言であった。
＜ 7月 6日授業記録 (1) ＞
　前回の作文からテーマを「夢」から「旅行」に変更する。旅行を「冒険旅行のよう
なもの」と仮説が書かれてきた。この箇所について確認をしている場面である。
N：Aさんのアドベンチャー映画みたいって，もうすこし詳しく教えてください。
A：なんかあの，ミッションみたい。(1) たとえばなにか問題があって，なんか問
題がおわって，なんかうれしい。その問題ができました。どうもすみません。
N：ああ，解決できてうれしい
A：なんか Solving みたいな。Problem	Solving・・日本語でわからない
D：(2) 問題を解決することだね
A：そうか。あたり，考えて，(3) 問題できたとき，気持ちがすごくしあわせになる。
D：(4) うーん。なるほどねえ…
　Aは第 1回目の動機作文からテーマの旅行を自分にとって「冒険物語」と位置づけ
ている。
　Tが「アドベンチャー映画」とは Aにとってどういうものか確認したところ，(1)
(3) において「問題解決」をすることが Aにとって「しあわせなもの」であるという
Aの価値判断基準を含む発言がなされる。(2) において Dが Aのことばをうけて即座
に助け船を出している発言や (4) の発言からも，Dが Aのことばを受け止め，自分の
中で Aのことばを解釈しようとしていることが伺える。
＜ 7月 6日授業記録 (2) ＞
N：「今私はその人々と，学んでいるときには　せかいりょこうをしているような
きぶんです」ってありますけど，この学んでいるっていうのは何を学んでいると
き？
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A：いろんな人にあって，違う場所に行って失敗したら (1) なにか勉強になる。そ
れで，勉強にあったから，アイデアとかもどんどんふえて，うれしくないですか
N：(2)ああ，なるほど。そういう経験はAさんにとってどういう意味がありますか？
A：わたし，私にとっては，わたしは　ふふ，そんな経験はないから (3) なんかい
ろいろ勉強なりたい，いろいろなもの，なんとかなんとか。あってるかなあ。
N：うん。たくさん自分の勉強／／
A：　　　　　　　　　　　　／／たくさん勉強したい。いろいろ。
N：(4) それは何のためにかな？
A：あの私はあの，(5) 人と話すとき苦手ですからあまりアイデアとかないですか
ら
N：何のアイデア？
A：なんか，本当にカンバセーションできない。
D：いま　してますよー
A：話すとき，あのアイデアとかお互いにできない。シェア？
（中略）
A：例えば，自分のアイデアとか自分の経験であんまりなかったから，そんな人と
人にシェアしない・・
N：(6) じゃあ Aさんは人と話すことが大切であると考えている。そのためにはア
イデアをシェアすることが必要と考えているということ？
A：(7) うん，そうと思います。
　なぜ旅行をしたいのか，というところがやりとりを行う。Aにとって勉強をして，
アイデアが増えることが「うれしい」ことがわかる（(1)(5)）。それが Aにとってど
のような意味があるのか問うと（(2)(4)）(5) において，「人と話すとき」Aはアイデ
アがほしいことがわかる。
　「人と話すこと」はAにとってどのような意味があるのか確認をする。この「Aにとっ
て」の意味をさぐることが，この場に参加するDや筆者が Aの考えを推し量ること
のきっかけとなっていく。
＜ 7月 6日授業記録 (3) ＞
A：うん，アドバイスとか，経験ないとアドバイスできないと思います
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N：(1) じゃあ Aさんは人にアドバイスすることが大切なんだ。
A：そうです，これ読みなさい，とか・・・・なんで悪いかわからないから理由はない，(2)
でもし経験とかあったら，あのそれ悪いでしょう，私経験したことがあるからわ
かる。
（中略）
N：うん，そうすると，今の話と冒険物語りの話はつながりますか？いま話してく
れた (3) アドバイスするためにいろいろ経験すること？
A：(4) うん，いろいろ問題あって，そのあといろいろ自分で経験して自分ででき
ました。それ同じ問題あったひと，私アドバイスできます。私おなじことあった
ことあるから。
N：(5) うん，どうしてそんなにアドバイスしたいと思いますか？
A：うん，私アドバイスするのなんか好き。（笑）
N：どうして？
A：わかんないけど・・・(6) みるだけあんまり私できない。例えばともだち悪い
ことしてる，わたしみてるだけ，なんか気分おちつかない。
　(1) において Aにとって「アドバイス」をすることの意味を問うと，自分で経験し
たことでアドバイスをしたい，という考えが現れる。なぜアドバイスをしたいのかを
確認すると，その理由として (6) が述べられ，Aの考えや大切にしたいことが少しず
つ垣間見ることができてきている。
＜ 7月 6日授業記録 (4) ＞
N：じゃあ，世界旅行は，Aさんにとってアドバイスをするために必要なこと？
A：(1) いえいえ，一番は自分のため，自分の自信をひらきたい，いつもはずかし
いはずかしい，きくとか恥ずかしいとか，人と話し，はずかしい。
D：それは，日本語だからとか，関係ないんですよね
A：はい学校で学んだとき，レポートだったら私の順番なら私学校いかない。(2)
私人のまえしゃべるとき自信ないです。それでいろいろ勉強したい。わたし弱い
です
D：自信がないから勉強して／／
A：　　　　　　　　　　／／たぶんDさんとはなして，いろいろの人と話すとき，
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いろいろのアイデアきいて
D：ああ，そうか
A：だんだん自分のアイデアもきいて，あとガレージ・・・日本語わかりますか
D：College，勇気
N：ああ勇気，自信
A：(3) たぶんどんどん強くなると思います。
D：話す，いろいろなことは話すと？
A：(4) 旅行にいっていろいろ話すと自信つく。
D：(5) 私も旅行好き。でもAさんとちょっと理由違うね。Aさんのことよくわかる。
　Aにとって一番今自分にとって大切だと思っていることが述べられる（(1)(2)(3)）。
なぜ旅行をしたいか，という話からだんだんと Aにとって大切なものテーマが絞ら
れてくる（(4)）。
　さらに同じ旅行をテーマに作文を書いたDから，同じテーマでも異なる理由を知
ることで，「Aのことがよくわかる」という発言がなされる（(5)）この発言は，「旅行」
というテーマの捉え方の違いから，DがAの考え方を知り，その思想にふれたことで「A
自身」のことを，より深くD自身が認識したものであると考えられる。
＜ 7月 12日授業記録＞
　Aは先週テーマになっていた自信について，「私の弱いところ」というテーマにか
え作文を書き直してくる。
N：どうしてこのテーマになりましたか？
A：(1) これが自分の一番問題と思ったから。多分これ最初からなおしたら，自信
をつけたら，他のこと少しずつします。
D：いろんな経験をすれば
A：もし弱いだったら，失敗したら，なんか，心痛くなる。
N：心痛くなる。
A：あのいつも心配心配。いつもこわい。いつも怖いと思って。
もし，(2) 自分が弱いだったら何もできないと思う。
N：弱いっていうのは何が弱いこと？
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A：気持ち，するのしたいこと，心とか弱いだったら，試み？ Try ？できない。
D：Try ？
A：トライする。自分で失敗してもそれが勉強になる。私の中は弱いからするのは
できない，あの，考え，苦手 Thinking って
D：Negative	Thinking
A：たぶんそれ
　(1)(2) において，Aの中で一番問題だと思っていることが「自分が弱いこと」とい
うことが書き表されてくる。今までのさまざまなやりとりを経て，A自身が，自分の
中での問題が明らかになったといえる。
2.2.　結論
　4回分の記録の一部を観察し，たった 4回ではあるが，ひとつのテーマから Aが
大切にしたいこと，興味関心があるものが少しずつ明らかになってくる過程が観察さ
れた。
　本データから観察されたことは，Aが興味をもつ旅行について，なぜ旅行をしたい
のかということを自分自身で探っていく段階で，今まで考えたことのない領域にぶつ
かり，考える過程を経て，自分にとって旅行とは「自信」をつけるために必要である
という考えを導きだしたことである。またこの結果は，同じ旅行をテーマにしていた
Dが，自分とは違う理由で旅行をしたい，ということが明らかになり，「Aのことが
よくわかるね」という発言がなされていたことからも，同じ「旅行が好き」という理
由でもひとりひとり違うのだ，ということがDにも認識され，Dが Aの考えや思想
を推し量ることができたと考えられる。
　前章において，自己と他者を取り結ぶことばとは，「自己の考えていることが外言
化されたものであり，その外言化されたことばが他者に伝わることで，そのことばの
主体の考え，思想をことばの受け手が推し量ることができるものである」としたが，
この点についてはデータから検証できたと考える。
　しかしこの「自己と他者を取り結ぶことば」とは，たった一回の発言から成せるも
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のではないことがデータからも読み取れる。本データで現れた Aの考えが外言化さ
れたことばも，A自身が Dや筆者からの働きかけを受け，それを懸命に自分自身に
問い返し，考え続けることではじめて見出されたものである。この自己，他者との間
の問い返しを繰り返し行い，そこから生み出されたことばが，やりとりを交わす以前
よりお互いの思想，考えにふれ，働きかけあうことを促し，そこのコミュニティに参
加するお互いを「取り結んだ」といえるのではなかろうか。
　今後は，本実践データにみられた「私の夢」「旅行」「私の弱いところ」というテー
マの変遷や，今たどりついた「自信」は Aにとってどのような意味をもつのか，考
えていきたい。
　そして，それぞれがこの「自分の考えていることを表現する」活動がどのような意
味をもったのか振り返りを行い，活動の集約を行いたいと考えている。
■ 3.　終わりに
　筆者は「多文化共生社会」を実現するには，日本語教育の立場からどのような働き
かけができるのか，ということを考えたくて大学院に学びの場を得た。その考えのも
とになっているのは，筆者が地域の日本語教室での，同じ地域に暮らすもの同士とし
ての学びの場であるはずが，対等な学びの場になっていないことに違和感をもちえた
ことに端を発する。ひとりひとりが異なるもの同士が共生する社会とはなにかを考え
ていったとき，対等や共生とは，「ある状態」をさすものではなく，あくまでひとり
ひとりの「意識」の中でしか存在しえないのではないかと考えるようになった。
　いまの段階で筆者が考えていることは，互いの考え，大切にしたいものが表され，
それに触れることが「かけがえのない個人」としてひとりひとりの意識のなかでお互
いが意識され，自分と他者とのかかわりを大切にしていくことにつながるのではない
かということである。つまりこの他者をかけがえのない個人として認識する積み重ね
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でしか，もし実現するのであるならば，ひとりひとり異なる人が集まる「多文化共生
社会」は成り立たないのではないかと考えるのである。
　現段階ではまだまだ漠然とした考えしか持ちえていないが，今後も「自己と他者を
とりむすぶ」ことばについて，更に考えていきたい。
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